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波
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研
究

　
　
研
究
予
察
報
告
第
三

　
右
代
都
京
肚
の
研
究
は
、
古
代
国
家
解
明
の
た
め

に
す
ぐ
れ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
著
手
さ
れ
て
か
ら
日
も
浅
く
、
未
だ

十
分
な
進
展
を
み
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
今
日
明
確

に
宮
殿
肚
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
藤
原
宮
・
平
城

宮
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
わ
ず
か
長
岡

京
が
ほ
ぼ
推
察
鏡
野
の
段
階
に
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

今
度
『
難
波
晶
帯
の
研
究
』
が
、
難
波
宮
境
研
究
会

の
手
に
よ
っ
て
、
前
二
三
に
引
き
つ
づ
き
三
冊
臼
の

研
究
考
察
報
告
と
し
て
公
刊
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と

は
、
こ
の
よ
う
な
都
響
肚
研
究
の
現
段
階
に
お
い

て
、
研
究
の
進
展
に
重
要
な
寄
与
を
な
す
も
の
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
本
書
の
構
成
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
山
根
徳
太
郎

矯
「
孝
徳
天
皇
長
柄
豊
野
宮
の
研
究
」
・
滝
沢
真
弓

氏
隅
黄
金
分
調
葱
と
建
築
の
比
例
問
題
偏
・
藤
原
光

輝
氏
「
難
波
宮
蛙
第
八
次
・
第
九
次
発
掘
調
査
報

告
」
・
沢
村
仁
氏
　
、
難
波
宮
現
第
十
次
発
掘
調
査
略

報
」
・
撫
木
孝
次
郎
氏
「
記
紀
を
中
心
と
す
る
古
代

難
波
年
表
」
・
〈
附
鍬
〉
山
根
氏
「
難
波
宮
発
掘
調
査

に
つ
い
て
」
、

　
山
根
氏
の
論
稿
は
、
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

い
ろ
い
ろ
の
視
角
か
ら
文
献
を
駆
使
さ
れ
て
長
柄
豊

碕
宮
を
法
円
坂
町
一
帯
の
当
該
地
に
比
定
し
得
る
こ

と
を
論
じ
た
力
作
で
あ
る
。
滝
沢
氏
は
、
石
照
茂
作

氏
が
奈
良
時
代
の
寺
院
建
築
に
「
黄
金
戯
「
が
み
ら

れ
る
と
い
う
見
解
に
対
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
以
来
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
数
学
・
美
学
上
の
問
題
を
整
理
さ
れ
、

単
純
に
「
黄
金
戯
」
と
い
う
概
念
を
日
本
古
代
の
建

築
に
導
入
す
る
こ
と
の
危
険
な
る
こ
と
を
論
じ
て
お

ら
れ
る
。
藤
原
氏
の
報
告
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の

は
、
聖
武
天
皇
難
波
宮
鮭
と
推
定
さ
れ
る
廻
廊
肚
に

先
行
す
る
廻
廊
祉
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
、
①
前

者
に
比
し
て
小
規
模
な
こ
と
、
②
柱
穴
に
焼
土
を
含

む
こ
と
、
③
こ
の
遺
構
に
伴
う
瓦
の
発
見
さ
れ
な
い

こ
と
、
④
竪
穴
住
居
肚
の
埋
立
て
ら
れ
た
上
に
構
築

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
長
柄
豊
皇
宮
に
比
定

さ
れ
る
も
の
と
推
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿

は
山
根
氏
の
論
稿
と
合
せ
て
、
本
書
の
中
心
を
な
す

も
の
で
あ
る
。
沢
村
氏
の
報
告
か
ら
は
、
前
二
者
の

中
聞
に
位
す
る
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
、
今
後
の
調
査
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。
直
木
氏
の

作
成
さ
れ
た
年
表
は
古
代
難
波
研
究
の
史
料
を
整
理

さ
れ
た
も
の
で
研
究
薪
に
多
大
の
便
宜
を
与
え
る
も

の
と
信
ず
る
。
尚
、
附
録
の
出
根
氏
の
一
文
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
の
成
果
と
経
過
を
要
約
さ
れ
た
も
の

で
、
本
報
回
書
を
始
め
て
手
に
す
る
人
に
と
っ
て
は

よ
き
配
慮
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
要
領
を
得
な
い
紹
介
を
試
み
た
が
、
本
書

の
内
容
は
こ
れ
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。
先
例
の

示
す
如
く
都
京
坂
の
調
査
は
長
年
月
に
わ
た
る
不
断

の
努
力
を
必
要
と
す
る
。
す
で
に
八
年
、
延
べ
五
百

余
B
に
わ
た
る
、
照
難
な
条
件
を
お
し
て
の
、
調
査

団
の
た
ゆ
ま
ざ
る
研
究
に
、
私
は
深
い
敬
意
を
払
う

と
と
も
に
、
今
後
の
御
健
闘
を
祈
っ
て
紹
介
の
筆
を

お
き
た
い
。
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尊
　
卑
　
分
　
豚

　
尊
卑
分
肱
は
周
知
の
如
く
蜜
町
時
代
以
前
の
諸
家

の
系
麟
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
公
家
武
家
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